
 

     

 

 

 

A²『個別の教育支援計画』のアセスメントレーダーを読み取ってみよう！
 

Ａ²[支援のための発達アセスメント]は、子どもたちの目標や支援内容を具体的に検討し、関わ

る全ての人と共通理解することを目的としたツールです。チェックした方が見ている子どもたちの

今現在の様子がレーダーの形に反映されてきます。複数の子どもたちのレーダーを見ることがで

きるなら、ぜひ見比べてみてください。子どもたちの特性や日常の様子が似ていれば、レーダーの

形も似通ってきていると思います。子どもによってアプローチは変わりますが、より有効的な支援や

配慮、おすすめの工夫など、先生方の日常の取り組みを、ぜひ情報共有し合ってください。 

 

☆レーダーの各項目の広がりやへこみには、子どもたちの「長所」や「課題」が表れ

ているはずなので、まずは、何が得意で何が苦手なのかを読み取って把握してくだ

さい。子どもたちの「ストロングポイント」をどう活かしていくかが重要となります。 

 

レーダーと各項目の対応関係① 

 

 

 

 

 

 

  ※情動面に課題があると、    

 学習／生活全般で大きな  

支援が必要となります。    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ことばの指導・支援が非常に大切になります。 

研究支援部だより 
住之江支援学校 教員向け 

令和５年５月８日（月） 

Vol.１ 

［生活動作］ 

・身辺自立 

・運動 

・作業 

［学習］ 

［ことば］ 

・ことばの理解／表出 

（情動・行動・学習に影響） 

［自己調整］ 

・情動…情緒・感情・言動 

（集団活動・行動・対人面・学習に影響） 

・行動・対人関係 



レーダーと各項目の対応関係② 

 

 

 ※[自己調整]に課題があると、     

学校・社会生活全般／適応に     

大きな支援が必要となります。     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆目標設定、配慮や支援、工夫の手立てを検討する際は、子どもたちの実態やストロ

ングポイントを理解したうえで、様式２の中にある２種類の「合理的配慮のアイディ

アリスト」を開いて参考にしてみてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

［自己調整］ 

・精神面に関連 

・社会適応 

・情動／行動／対人関係 

［社会参加］ 

集団参加を含む 

［学習］ 


